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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
骨髄増殖性疾患 (MPD)においては,血小板12-リポキシゲナーゼ (12-LOX)活性が欠損するものが
存在し,酵素蛋白の量的な欠損によるものであると報告されてきた｡本研究では,12-LOX活性の完全
欠損を示すMPD患者4例の血小板をイムノブロット法で検討したところ,本態性血小板増多症であった
1患者において酵素蛋白が正常量存在し,この患者の12-LOX蛋白の電気泳動上の分子量は正常人より
大であることを見出した｡また,この患者の12-LOX蛋白の可能性画分とミクロゾーム画分における分
布に異常はなく,患者血小板に12-LOX活性の抑制因子の存在も否定的であった｡12-LOX蛋白の糖鎖
による修飾は,正常人でも患者でも認められず,患者の12-LOXの蛋白コーディング領域の塩基配列の
解析では,酵素活性の欠損および分子量の差を説明しうる異常は認められなかった｡
以上の研究は,これまでに報告されてきた12-LOXの量的な欠損以外に,質的 (機能的々な欠損が存
在することを初めて明らかにした点に特徴があり,MPD患者における12-LOX活性の欠損機序の解明に
寄与するところ大である｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月24日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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